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２．ジュール 

ゲストハウス・テアトラム 

１１月１日の朝は、今にも降り出しそうな空模様だった。い

つものようにスクランブルエッグたっぷりの朝食を摂り、部屋へ

戻って歯磨きやトイレなどを済ませる。出発したのは９時１０分

前だった。 

これから向かうジュールへの鉄道は、日本で云うならば新

幹線登場以前の東海道線に相当するような大幹線だ。ジュー

ルからさらに西へ進めば、ショプロンなどを経由してウィーンに

も繋がっている。従って運行本数も多く、一日に普通列車

１９本、急行･特急は１５本もある。向こうで昼飯にするつもり

だったから、１０時１０分発、１１時３６分着のIC（インター･シ

ティ：急行列車だがハンガリーに特急列車はない）を利用する

つもりだ。 

下見済みのデアーク広場駅から地下鉄でバロス広場駅へ

行き、地上に出てブダペスト東駅構内に入る。切符売り場へ

行くと３０人くらいの行列が出来ていた。時刻は９時１０分で時

間にはたっぷり余裕があるから焦らずに済むが、こんなことが

良くあるので早め過ぎるかと思っても先走って行動してしまう。 

料金差が僅かなので一等車にした。１３１キロの乗車料金

が３,１５０Ft(１,１５７円)に急行料金（兼指定料金）が２０５Ft 

(７５円)。ちなみに二等ならば２,８７５Ft(１,０５６円)ぐらい（執筆

時にインターネットで調べたが、値上げになっていたので以

前の料金を調べられなかった）。 

カバンを引っ張って動き回るのは何かと不自由だし、列車

は既に入線していたので指定席へ行く。間違えた席に坐って

も、外国人旅行者が咎められることもないだろう。しかし窓際

の席には先着しておばさんが坐っていたので、指定券を見せ

て一応確か

め た 。 車 内

は ガ ラ ガ ラ

状態だったので、窮屈に並んで坐ることもないだ

ろうと思ったものの、こちらの鉄道事情などさっぱ

り判らない現在、軽挙妄動は慎む。 

実のところこれは正解だったようで、発車時刻

が近付くと急に乗客が増え、（多分二等車が満席

ジュール経由ショプロン行き列車の機関車。印刷されてい
るのはセーチェーニ・イシュトヴァーン（鎖橋の主たる出資
者）の肖像。 

急行（兼指定）券（実寸大）。 

一等車の車内。 
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だったため）坐っていたオジサンが指定券を持った乗客の

出現で、悄然とデッキ付近に佇む姿なども見かけるように

なった。駅に１時間以上も前に着いたときは、己のせっかち

さを半ば自嘲する気もあったけれど、発車１０分前ぐらいの

到着では、一等、二等のどちらも指定券など買えず、ジュー

ルまで立って行かざるをえなかったかもしれない。 

ほぼ定刻にジュール着。かなりの乗客が下車した。ポツリ

ポツリと雨滴が落ちてくるものの、傘の必要は無い程度だ。

宿までは徒歩１０分ぐらいなので、英ガイドの地図を見ながら

慎重に進んだ。街路はほぼ碁盤の目状で、迷うこともなく辿

り着ける。 

１階は食堂で２階から４階が客室になっている。階段登り

口の狭いスペースに小机とPCを置いて、宿泊にかかわる事

務をこなしていた。此処に荷物を置き部屋を下見する。提供

された７号室は３階の半屋根裏部屋で、狭い感じはするものの不快なほどではない。小型冷蔵庫

が備えられていた。この部屋で良いことにして荷物を運び込む。 

ねぐらが落ち着いたところで今度はメールその他のチェックだ。此処もシティ・ピルヴァックス同

様、WiFi環境が整えられ、客室からインターネットに接続できるはずだ。ところがいざPCを取り出し

て接続を試みると上手く行かない。 

何か操作方法に問題があるかと思い、PCを持って１階へ降りた。下でも手こずったものの何とか

繋がり、それならばと自室に戻ると再び繋がらなくなっている。無線の発信源から離れすぎているの

が障害かと、サロン風に設備されている２階で試したり、最終的に自室で使えるようになったものの、

半時間以上が経過していた。 

繋がってみると数通のメールやフェイスブック（以下FBと略記）へのコメント書き込みなどがあり、

一通り対処を終えてみると１時近くなっていた。ともかく次は食事だ。 

相変わらず小雨模様なので、外出して探し回る意欲が湧かない。それに英ガイドは此処の食堂

を、「評判の良い（reputable）」と一応推奨している。もっとも部屋の評価、「ほぼ間違いなく街で一

番」に失望したことを思えば大して期待はしない。それでもとんでもないものを食べさせられることは

ないとふんだ。 

カメラと電子辞書を持って下へ降りる。先ほど

は二人いた客だが今は誰もおらず、オヤジが手

持ちぶさたな様子でTVを見ていた。時分どきな

のでもう少し混んでいるかと思っていたので拍子

抜けする。片隅に席を占め、渡された英文併記

お品書きを見た。ハンガリー料理として私でも

知っているグヤーシュがあり、これをメインにする。 

ゲストハウス・テアトラムの外観。４時４０分撮影。 

食堂テアトラム。 
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野菜を補給したかったので安易に卵サラダ、

酒はハウスワインをグラスで注文した。グヤーシュ

はできあがっているものを再加熱しただけなのか、

ワインと共にすぐ運ばれてきた。ちょっと酸味のあ

るごった煮は、素材の味が混じり合い美味かった

し、ワインとの相性も良かったようだ。 

１０分ほど遅れて運ばれてきた卵サラダは確

かにまごう事なきそれであったが、レストランが供

するものとしてはいささか芸がなさ過ぎるような気

もした。やはり部屋の紹介同様、なぜか英ガイド

は此処に関して大甘な評価を下しているようだ。 

グラスワインを５杯追加し、４０分ほどで食事を

終えた。勘定はワイン６杯１,５６０Ft(５７３円)、グ

ヤーシュ８５０Ft(３１２円)、サラダ１,０９０Ft(４００円)

だった。そのまま部屋へ戻り、昼寝する。 

４時に目を覚まし表の様子を窺うと、あいかわ

らず降りみ降らずみの模様だ。しばらく部屋で逡

巡していたが、すっきり止むことはなさそうと見切

り、街の見物と晩酌のツマミを調達するために出

かけることにした。 

出掛けに１階の食堂で、最寄りのスーパー

マーケットか食料品店の所在を訊いたところ、「ない。」と云う。街の規模からして納得できずに問い

返すと、あまり英語を得意としないらしいオヤジは卓上カレンダーを持出説明してくれた。木曜日

だったけれど、１１月１日は万聖節でハンガリーでも休日になっていた。 

万聖節の休日は過去に度々痛い目にあっている。モディカ（シチリア）

ではペットボトル持参でバルから割高な酒を分けて貰ったり、ウルピノ（北

イタリア）ではようやく見付けた店が輸入した酒のみを扱っていたので、こ

れまた割高なスコッチ･ウィスキーを買う羽目になったりした。それなのに

ちっとも経験が教訓となっていない。せめてもの救いは、酒に関して昨日

買ったウォッカがあるから問題ないことだ。ツマミは多少手持ちがあるし、

１階の食堂から自室に持ち帰る手もありそうだ。 

それでもともかく散歩がてら街を歩き、ついでにツマミの調達が出来る

ような店を発見できれば御の字だと思う。宿を出て５０メートルほどの四つ

角に花屋があり、営業中だった。そこそこ開いている店もあるのだと思った

が、これは早合点。飲食店を別にすれば営業していたのは此処だけだっ

た。花ならば万聖節に営業しなければならない需要があるのだろう。 

上：卵サラダ。下：グヤーシュスープ。汁気を飲んで具材が見えるようにし
て撮影。 
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宿の裏手にセーチェーニ広場がある。かつては市
いち

が

立った場所で、東側には聖イグナチウス・ロヨラ教会が

バロックのすっきり佇まいを見せていた。しかし見物は明

日に廻す。広場から西南西に進むと街のメインストリート

と云えそうなバロスガボール通りを横切る。一応商店が

軒を連ねているが、それほど繁華ではないしどこも閉

まっていた。 

そのまま真っ直ぐ進み、突き当たったのがカルメル教

会で、ライトアップされている。右手には瓦屋根越しにこ

れもライトアップされた鐘楼が見え、大聖堂らしい。カル

メル教会の正面へ回り込み、玄関のドアを押してみたが閉ざ

されていた。 

教会の前を西へ行くとすぐモショニ・ドナウ川の支流ラー

バ川に架かる橋がある。渡ってみると街路の雰囲気が一変し、

現代的ではあるものの風情の感じられないものになった。

ジュールの旧市街は西をラーバ川、北はモショニ・ドナウ川を

境界とするかなり狭い範囲で、おそらくこの区域には開発等

に関する厳しい規制があるのだろう。 

踵を返し大聖堂の方へ向かった。休日のせいか大聖堂

見物らしい（祈りを捧げに来たとは思えない）人たちが行き

来している。遠来の旅人ではなく、地元か近在の雰囲気だ。

玄関の扉を押し開けて大聖堂の中に入ると、静謐は保たれ

ていたが数人の訪問

者が内部を経巡って

いた。 

この聖堂はもともと

１１世紀に創建された

が、モンゴル襲来やオ

スマントルコ支配時に

損傷を受け、その後に修復されたものだ。そして此処に納め

られているもので最も貴重なのがハンガリーの第六代国王

ラースロー一世の胸像だ。１４０５年に製作され銀細工の彫

像は非常に精巧な作品で全体が金メッキされている。ラース

ローはカソリックで列聖されているが、この胸像が聖遺物容

器になっているので、これに詣でるために数多くの信徒がこ

の大聖堂を訪れるそうだ。 

ライトアップされたカルメル教会。 

カルメル教会そばから見る大聖堂の鐘楼 

ライトアップされた大聖堂の鐘楼。 
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しかし胸像にどのようにして遺物が収められて

いるのか、その遺物とは具体的になんなのか、調

べてみたが良く判らなかった。それでもイシュト

バーンの聖遺物が片腕のミイラをそのまま展示して

いるのと較べれば、遙かに趣味がよいと思う。 

ちなみに聖遺物には興味がない以上に敬遠し

たい気持ちがあり、かててくわえて日ガイドに掲載

されている画像の出来が悪かったため、ラースロー

の胸像をまともに見ず通過してしまった。 

天井や主祭壇のフレスコ画などはかなりのもの

だと思うが、私の鑑賞眼では確たることなど云えよう

はずもない。それでも１０分ほど大聖堂内部を廻っ

たのち退出した。 

まだ５時１０分だったし、雨も取り敢えず止んで

いたので街歩きを続行する。一番繁華なアラディ・

ヴェルタヌーク通りを駅の方へしばらく進んだが、

すぐに商店も途切れる。要するに小さな街なのだ。

適当に道を選びながら宿の方へ向かうと、マクドナルドの看板が目に入った。 

約１時間半歩いて食料品が買えるところは此処が初めてだし、これ以上探しても収穫はなさそう

だ。日本にいればまず食べることのないハンバーガーだけれど、食べやすいことは確かだし、海外

では（特に食欲不振時など）世話になっている。迷わず買うことにして店内に入ったものの、買い方

が判らずメニューさえ良く理解できなかった。何しろマクドナルドの類は５、６年ぶりなのだ。 

幸い店内は空いているし、この手のファーストフード店

が複雑なシステムのはずもない。他の客が２、３人注文する

のを観察したのち、接客カウンターの上にある画像付きお

品書きを値段も併せ見て品物を決め、カウンターに進んだ。

対応してくれた若い男の子（日本ならばまずアルバイトだが、

ハンガリーはどうなのだろうか？）に上を指差して、「コレ」と

注文する。 

（多分）「少々お待ち下さい」みたいな反応があり、数歩

下がって待つ。既に書いたように、空いているので出来上

がって呼び出されたとき即座に反応できなくても良さそうな

ことが気分を楽にしてくれる。結局３分ほどの待ち時間で無

事ニューヨーク･クラシックバーガー１,０９０Ft(４００円)を受

け取ることが出来た。 

一番繁華なアラディ・ヴェルタヌーク通り。５時１６分。 

大聖堂の主祭壇。 
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後は真っ直ぐ宿へ戻って晩酌だ。しかし飲み

始めて間もなくウォッカを割るミネラルウォーター

が無くなった。１階の食堂で分けて貰えるだろうと

降りて行くと、客は一人もおらず手持ちぶさたそう

な顔をして店番のアンチャンが腰掛けていた。食

事客に出すものがあると思っていたが、なぜか無

いと云われ、重ねて要求するとバーの片隅にある

サーバーから５００cc位を大きなグラスにくれる。

炭酸水だった。 

後は部屋で寛ぎ定量を飲むだけ。表に車輌の往来はほとん

どなく、行き交う人の声も聞こえず、そして１階の食堂も静まりか

えっていた。万聖節の夜は自宅で静かに過ごすのだろうか？ 

 

 

ジュール周遊 

１１月２日もぐずついた天気が続く。朝食は早々済ませたも

のの部屋に戻り愚図々々

時を過ごした。ジュールの

見所は大聖堂ぐらいなの

で、冴えない空模様に意

気が上がらない。１０時を

廻ってしまったので、とも

かく散歩を兼ねて外出し

た。最初に向かったのはバスステーションだ。明日パンノンハ

ルマへ行くならば此処を利用するので下見をしておくのも良

かろうと思った。 

途中に観光案内所があったが、ガラス張りのブースは広さ

からすると４、５人のスタッフが対応するの

だろうが、今は中央に取り外されたエアコ

ンなどが少しばかり置かれているだけで、

空っぽだった。 

ジュール鉄道駅の東側を跨線橋の上

にいたると、２０箇所くらいは乗り場のある

バスステーションが見えた。ハンガリーの

バスステーションは此処が初体験なので

一通り見ることにした。 

マクドナルドのニューヨーク･クラシックバーガー 

上：ジュール国立劇場。ゲストハウス・テアトラムはこれの
すぐそばにある故の命名だろう。下：その客席（インター
ネットから採取。） 

ジュール鉄道駅の向こう（北）側に、バスステーション。 

観光案内所はもぬけの殻。 
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幹線道路と接する部分にはお決まりの

ようにカフェや軽飲食店が、屋台より一回り

大きいような建物で並んでいる。そこを通り

過ぎると、四面ガラス張りで３坪ほどのブー

スがあった。切符売り場かと思ったが、発

着の案内などをアナウンスする所だった。

その並びに二階建てのターミナルビルがあ

る。外壁には各方面へのバス時刻表が掲

示されていた。 

目指すパンノンハルマ行きは、

pannonhalma 以外に pannonhalma 

vár 行きがある。両者の違いが良く

判らないけれど、ともかくメモ替わり

に撮影した。後ほどインターネット翻

訳で調べたところ、vár は城でこの

場合は修道院を意味するようだ。麓のパンノンハルマ村までと、丘の上の修道院までの違いか。 

ターミナルビルに入ると、５０人ぐらいの容量がありそうな待合室の端に発券窓口が４箇所あった。

かなりの混雑ぶりだ。おおむね状況が把握できたので表へ出ると、ちょうどpannonhalma vár 行き

のバスが入場してきた。１０時１５分発だから明日はこれを利用すれば良さそうだ。 

乗り場の所にもそこから発車するバスの時刻表がある。ついでにこれも撮影しようとカメラを構え

たところ、場内を巡回していた係員に咎められた。２００４年にスペインを旅したとき、駅やバスス

テーションの情景を撮影しようとして制止されたことがある。テロ対策ということだったようだ。しかし

時刻表の撮影にどのような問題があるのか理解できず、本当に撮影が出来ないのか、カメラを指差

しながら彼に確認した。高圧的な態度ではなく、ソーリーと云いながらしかしペーパーとかペンシル

とか云う。要するに手書きしろと云うことらしい。駄目な理由に対する好奇心はあったが、彼はあまり

英語を話さないようだし、仮に達者な英語で説明

されても、今度はこちらの英語力の問題で理解

できなかっただろう。 

最後にターミナルビルを一周する。裏手の方

に有人有料トイレがあった。有料トイレは清掃が

ちゃんとされているので好ましく思っている。しか

し自動式だと機械に対する不信感と、操作方法

を間違うなどの不安感からこれまでほとんど利用

したことはない。有人ならばそんな不安がないば

かりか、置き引きなどを心配せずに利用できるの

も有り難い。 

天井から番号のぶら下がるバス乗り場と、後ろにターミナルビル。 

メモ替わりに撮影した時刻表。パノラマ合成。 

パンノンハルマ・ヴァー行きバス。 
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バスステーションから市庁舎前を通って旧

市街中心部へ戻る。ジュールに着いたときから

感じていたことだが、この庁舎はなぜこれほど

豪奢なのだろう。確かにジュールはハンガリー

第六番目の街で、ジェール·モション·ショプロン

県の県庁所在地でもあり、さらに歴史的にも大

変古い所らしい。しかし人口は１３万弱だし、要するにこれほど

の建築物を作った経済的裏付けはなんだったのか。 

街の中心部を一回りする。休日だった昨日とは様変わりし、

人通りが多く商店にも活気があった。東へ向かい、セーチェー

ニ広場へ。昨日から気になっている聖イグナチウス・ロヨラ教会

を参観するためだ。幸い問題なく扉が開き、中へ入ることが出

来た。 

この教会は名前からも判るようにイエズス会が創建したもの

だ。１７４４年にバロック形式で建造された。しかし（未確認であ

るが、１８世紀におけるイエズス会への弾圧時であろうか、ハン

ガリーのイエズス会が解散したため）現在はベネディクト会が管

理している。 

主祭壇や天井のフレスコ画など、いかにもイエズス会の教

会らしい豪華絢爛なものだ。ちなみに英ガイドによれば天井フ

レスコ画はウィーンのパウル・トロガーにより描かれたとのことだ。

私にすれば初めて聞く名前だけれど、この時代では重要な芸

術家らしい。 

祭壇その他の石材などを使用した装飾も素晴らしく、それに

もまして天井フレスコ画は見事な出来映えだと思う。しかしそれ

以上は鑑賞力がないから細部を見たり、過去の記憶と比較して

優劣を考えたりすることが出来ない。結局一通り眺めてしまうと

それで充分だということになり、イグナチウス教会を退出した。 

左：カフェ・パティオの画像入りメニュー。品揃えが凄いと思う。右：商店の壁
に無数の南京錠。上に書かれた文言はグーグル翻訳も利用して推察する
と、「愛をロックする。」みたいなことらしい。 

市庁舎。 

聖イグナチウス・ロヨラ教会の主祭壇と天井フレスコ画。 

青空市場。左手に見えるのは珈琲豆売りの三輪車らし
い。珍しい物だからもっと良く見て置けば良かった。 
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看板が面白くて集

中的に撮影した。しか

し執筆にあたり気付い

たのだが、なに屋の看板か判るように記録しておくべき

だった。今となっては上段中央が靴屋と判るくらいだ。 

看板を追い掛けてうろうろしていると、セーチェーニ

広場から少し行った街角に藍染め製品を商う専門店グ

ラニ・ジョルトを見付けた。中に入ると４０代に見えるおば

さんが笑顔で迎えてくれる。かなりのカタコトだが一応英

語も喋る。そのぐらいの方が私としては気が

楽だ。 

並んでいる商品はリネンに藍を手作業に

より染めたものだと云う。どれも地味だけれど

好みの味わいだ。旅はこの先まだ一ヶ月近く

続くことを考えると、土産物を抱え込むのは

控えたいところだけれど、これを見て買う気に

なった。値段が手頃で軽く嵩張らず、乱暴に

扱っても破損を危惧せず済むことが利点で

あり、今後このような条件を満たすものと出会

う保証もない。 

値段は主としてサイズによるらしく、同じ値

でパターンが異なるものがそれぞれ積み上

げてある。花瓶敷き程度のものから小さめの

テーブルクロスまで４種類を合計１１枚選び

出した。小さいものから、２,１００Ft(７７１円)、 

２,５００Ft(９１８円)、２,８００Ft(１,０２８円)、 

３,２００Ft(１,１７５円)で、合計２８,７００Ft 

(１０,５４１円)になる。 

クレジットカードは扱っていないとのことだ。彼女が荷

造りする間に、手持ちの現金も減っていたのでキャッシ

ングしようと店を出た。ところがいつもならば至る所にあ

るはずのATMがこんな時に限って見付からない。しばら

く探し回っていると、折良く警官が二人でパトロール中

なのか歩いてくる。英語も通じてようやくキャッシングす

ることが出来た。店に戻ると包装は既にできあがってい

た。見本として飾ってあるパターンを幾つか撮影する。 

インターネットで偶然発見。本来は
もっと凄いものだったようだ。 

看板が面白くて集中的に撮影。 

上：ショップネーム･タグ。下：テーブルクロスの部分。どちらも実寸。 

店に置いてあった藍染め用パターン。針金が埋め込んである。防
染剤をこのパターンを利用して布（リネン）に転写し染めると、最終
的にその部分が白く抜ける。 
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店を出てそのまま北へ進み、モショニ・

ドナウ川を古風な鉄橋で渡った。家々は疎

らになり、郊外の風景に一変する。街の外

側から見た大聖堂や、イグナチウス教会の

鐘楼が聳える様に期待して足を運んだの

だったが、これはと思うようなカメラアングル

は見付からなかった。 

踵を返すと橋の袂では中高年のオヤジ

達が楽しそうに酒盛りをしていた。身なりか

らするとホームレス風だけれど、ハンガリー

にその類の人がいるのか不明だ。ジロジロ見るのは失礼だ

ろうし、撮影するのも控えた。 

橋を渡り返してすぐを右折すると大聖堂がある。英ガイド

などを再読した結果、ラースローの胸像を見直つもりになっ

た。聖遺物に興味はないが、金属細工としてきわめて優れ

たものらしく、それをじっくり鑑賞したい。 

幸い大聖堂内は数人の訪問者がいるだけで静まりか

えっている。胸像の前へ直行した。銀で製作され金メッキさ

れた像は、１４０５年に著名な金銀細工師コロジュヴァール

兄弟の手によるもの（日ガイド）だ。 

眼窩、鼻梁、頬骨などはかなりデフォメルされているよう

で、その最たるものは長く上下に引き延ばされた顔だ。

１５世紀にこのような様式があったとも思えず、むしろ現代的

なものを感じる。技量を評価できるような眼力は無いが、

ラースローの威厳や神聖さは表現されているように思う。 

しかし聖人としてのラースローには違和感を感じるため、

素直にこの彫像を見ることができなかった。キリスト教の聖人

をイメージするとき、代表的なアッシジのフランチェスコなどであれば、その神に対する思いとそこか

ら生じる清貧や道徳的規律に、共感あるいは畏敬の念を抱くことになる。 

しかしラースローに取って神あるいはキリスト教は信仰の対象である以前に、国民の求心力を高

めるための手段であり、またヨーロッパの辺境国として中央と折り合いを付けるのに必要な、「キリス

ト教国家」という形態であったように思われる。それ故に死後４０年ほどもたつ初代国王イシュトバー

ンやその息子イレム王子を教皇庁に働きかけて列聖させている。前者はともかく早世したイレムが

列聖に相応しい実績を残していたとは思えない。それでも駆け引きやキリスト教徒を増やしたい教

皇庁の思惑で列聖が認められたのだろう。 

こんなことを考えると、ラースローは政治家あるいは国家の指導者としては優れていたにしても、

モショニ・ドナウ川に架かる橋上から穏やかな紅葉が見えた。右手に繋留されて
いるのは休業中のレストラン船。 

ラースローの胸像。 
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聖人には生臭すぎるように感じられる。ちなみに上記のようなラース

ロー評価は、私の個人的感想で、このような論述は（あるとしても）知

らない。それに彼の人気はハンガリーにおいて高い。千年王国の礎

を築いた功労を評価するならば、初代国王に次ぐということになり、

ブダペストの英雄広場彫像の順位でも第二位の位置に置かれてい

るそうだ。 

胸像を見終えて他の礼拝堂を見ながらラースローについて考え

ていると、退出を求める声がかけられた。時計を見ると１２時で、２時

までは大聖堂の非公開時間だった。 

 

 

 

食堂マトローズ（matróz：船乗り） 

時刻的にいえばそのまま食事に行くのが良

かったが、腹具合に若干の不安があり、一旦宿

へ戻ってトイレを使用した。態勢が整ったところで

再出発。宿に出入りするとき垣間見た食堂はがら

空きだった。ところが徒歩５分で辿り着いたマト

ローズは満員だ。トイレに寄り道したのが裏目に

出たようだ。しかしこの盛況を目の当たりに見れ

ば、そのまま踵を返すのも口惜しい。もちろん行

列するつもりはないし、日本と異なり待ち人用の

椅子などはない。しかし雰囲気は至って大衆的

だし、相席が可能かもしれない。 

しばらく立ち尽くしていると、通りかかったウェ

イターが期待通りアレンジしてくれた。６人掛けのテーブルで先客は３０代

のビジネスマン風で気さくな連中だった。お互いヤアヤアという感じで席

に着かせて貰う。 

この店を目指したのは英文ガイドが特にお奨めとしていたからで、そ

こには魚料理が主たる店だと紹介されていた。ウェイターが持ってきた英

文お品書きにもメインとしての魚料理が２２種類も並んでいる。 

魚としては鯉、鯰、ナイル・バス、パイク・パーチ（カワカマスのような 

魚？）などで、それぞれフライや焼いてからさらに加工するようだ。ちなみ

にハンガリーは海に面した国土はないけれど、ドナウ河やパラトン湖（琵

琶湖程度）から淡水魚を漁獲する。量的には６千トン程度で日本の六百

分の一以下だ。 

大聖堂内の礼拝堂。 

食堂マトローズの店内。右端が隣席だった二人組の一人。 
 

マトローズのお品書き。 
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閑話休題。しかしお品書きを見ても実

際に供されるのがどのようなものかまるで

見当がつかない。ともかく鯉を食べることに

して Carp Hungarian ribs にした。よく判ら

ないが多分郷土料理的なものだろう。野菜

不足気味に感じていたので、ミックスベジ

タブルも一緒に注文。飲み物はグラスでハ

ウスワインの白にする。 

ワインを飲みながら待っていると十数分でミックスベジタブ

ルの上に鯉の揚げ物が乗り、ソースがかけてある一皿が運ば

れてきた。英文お品書きにonions,letcho,bacons と添え書きが

あったけれど、letcho とはソースの一種らしい。レシピを調べる

と、タマネギ、グリーンペッパー、パプリカ、ベーコン、胡椒など

を炒めてからトマトペーストで煮込んだようなものだった。 

カラッと揚がった鯉は鮮度も良かったようで美味い。ミックス

野菜、鯉、ソースを適当に絡めながら食べる。隣席のビジネス

マンとは、「どこから来たの？」みたいなことから会話が始まっ

た。異邦人と話すのを楽しんでいるようで、この店は魚料理が

メインだとか、白ワイン２と炭酸１を合わせ

たものをハンガリーでは好むなどあれこれ

喋る。 

早速二杯目の酒はこれを注文した。飲

みやすく面白いと思ったが、それ以後の

旅で白ワインを飲まなかったこともあり、こ

のレシピは絶後となってしまった。 

さらに彼は乾杯をマジャール語ではエ

ゲーッシーゲドレと云うとのことで、それで

はと白ワインの炭酸割でこれをやり、つい

でに日本語ではKanpai だと教える。 

１時半近くなると店内に空席が目立つ

ようになった。こちらの皿も綺麗に片付き、

勘定にする。鯉２,０００Ft(７３５円)、ミックス

野菜３８０Ft(１４０円)、白ワイン４００cc 

１９０Ft(７０円)、炭酸水５０Ft(１８円)で、合

計２,６３０Ft(９６６円)は物価差を考えても格安だと思う。時分どきに満員になるのは質的に良い料

理を出すことにもよるだろうが、やはり低価格が大きな要因だろう。 

鯉の揚げ物ハンガリー風。 

白ワインと（空になった）炭酸ミネラルウォーターのコップ。 

帰りがけに店の横にある細い路地を抜けると厨房が見えた。オバサンが調理して
いるのを写したかったが、身体を引いてしまう。しかし撮影後に礼を云うと笑って
いたから、気分を害したことはなさそうだ。 
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帰りがけに大聖堂を再訪した。先ほど昼休みで慌ただしく追い出されたため、何となく物足りな

さがあったためだ。それほど時間をかけたわけではないが堂宇内をゆっくり巡回し、ラースローの胸

像を眺めなおした。 

大聖堂から宿へ戻る途中でスーパーマーケットを見付けたので立ち寄る。ミネラルウォーター 

１.５㍑２０９Ft(７７円)、ミネラルウォーター（炭酸）０.５㍑８９Ft(３３円)、レバーペースト１５０㌘１４９Ft 

(５５円)、トマト１２０㌘６０Ft(２２円)、小型パン３７Ft(１４円)、チェダーチーズ１５０㌘２９９Ft(１１０円)、

ウォッカ７５０cc１,９９０Ft(７３１円)など。 

 

パンノンハルマの宿予約 

宿へ帰って昼寝する。夕方目を覚ますとかなり室温が高い。温度計で測ると２４.４℃あった。ピ

ルバックス・ホテルと異なり、階下の部屋に暖房が入っていて、さらにこの部屋が比較的狭いことの

相乗効果だろうか。 

明日はパンノンハルマへ行くと本決まりしたので、宿の予約をして貰うため下へ降りた。例のごと

く英ガイドに目星の宿をマークして置いての依頼だ。食堂のバーにいた若い衆に話すと、すぐフロ

ント替わりの階段下小スペースに移動して電話してくれた。 

ところが目指す宿から応答がなかったばかりか、英ガイドに載っている他３軒も総て休業中か反

応なしだった。いささか当惑していると、そこに登場した女性が、「インターネットで検索すれば宿ぐ

らいすぐ見付かる。」とこともなげに云う。 

彼女はこの宿を最初に訪れたときから、存在が気になっていた人だ。小柄で美人だが、それを

形容するのに、「小股の切れ上がった. . . .」がぴったりするような、要するに一般家庭の子女や勤

め人の女性とははっきり異なる雰囲気を纏っている。その後も度々見かけたが、客ではないらしい

けれど、スタッフでもないようで接客などしている姿は見かけない。 

ともかく彼女はPCの前に陣取ると手慣れた様子で検索し、「このパンジオ・エッタラムならば村の

中心に近くて、一泊が９,１００Ft(３,３４２円)だけれどどうだろう？」と云う。予想外の展開に呆然とし

ていたものの、他のシナリオも思い浮かばす、宿泊費に関しては別段問題もない。此処に決めると

彼女は早速電話で予約をしてくれた。 

宿の予約が出来たのは良いが、どうやってそこへ辿り着けるかが問題だった。なぜか英ガイド、

そして日ガイドにもパンノンハルマの地図がない。このことを彼女に告げると、それならばとグーグ

ルのルート検索でジュールのバスステーション（実際にはそのそばのレストラン）から当該宿への

ルートを検索し、宿付近の地図と、ジュールからそこへいたる文字によるルート案内を２枚の用紙に

特に由緒のある建物ではなさそうだが、バルコニーの手摺りが鋳鉄製で素晴らしかった。 
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印刷し手渡してくれる。これをバス

の運転手に見せれば、適当な場所

で下ろしてくれるはずとのことだった。 

てきぱきと問題を処理していく様

を、舌を巻く思いで見ていた。小股

の切れ上がった人がＩＴに長けてい

ても別段不都合はないはずだが、

何となく違和感を感じてしまうのは

私の偏見なのだろう。 

そろそろ６時の頃合いは、外も

とっぷり暮れたことだし晩酌にした

い気分だ。準備と云うほどのこともないが、先ほど調達

した酒や炭酸水、ツマミなどを並べる。レバーペースト

を開封しようとして、小物入れの中にしまったはずの

アーミーナイフが見付からない。 

ブダペストの宿に置き忘れたのだろうか。トマトを

切った後、洗面所で洗ってそのまま白い磁器の流し台

に起きっぱなしになっている情景が脳裏に浮かんだ。 

ともかく道具がないと、噛みついたぐらいではケー

シングはびくともしない。１階の食堂で明けて貰うことも

考えたが、手持ちのものでどうにかならないかとしばら

く思案する。すると携帯している裁縫道具の中に、小さ

な鋏があることを思い出した。早速引っ張り出し使用し

てみると、玩具のようなちゃちなものでも道具は道具で

ちゃんと切り開くことが出来た。 

後は特筆するようなことも起こらず、定量を飲み干し

て安らかに就寝する。 

泊まった屋根裏部屋。変則的なツインでベッドが縦に並んでいる。右手の木製キャビネッ
ト内に小型冷蔵庫が置かれていた。 

上：トマトは売場で計りに載せ種類を入力するとシールが出て来
る。やり方が判らなかったので店員に頼んだ。 
下：レバーペーストと開封に使った鋏。 


